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≪ 学校づくりの理念 ≫ 

 穂高東中学校は、全職員で、生徒・保護者・地域の皆さんと力を合わせ、互いの考えを尊重し友と交流するプロセスを

重視する授業や活動を通して、自己肯定感（自分に良いところがある）、自己有用感（自分は役に立っている）、自己効力

感（自分もできる）を高め、学び合い、認め合い、高め合う自律した学習者を育てる学校とするべく取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

めざす学校像：人生をセルフマネジメントしていかれるこどもが育つ学校 

めざす教師像：生徒を受容し、良さを認め、可能性を拓く教師 

【経営の概要】 

学校教育目標 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす学校像：自他の良さを認め、協働しながら自分を生かす力を育む学校 

めざす教師像：自らも学び、生徒を受容し、良さを認め、可能性を拓く教師 

取組の土台（生徒理解）  

・生徒の意見表明の場を保障します。 ・生徒の人権を尊重した指導、支援にあたります。 ・年 2回の生徒相談週間、各学期

で「いじめ・体罰アンケート」を実施し、生徒の声に耳を傾けます。 ・QU等の検査によるアセスメントを図ります。 

・年 2 回の人権教育旬間・月間を設け、尊厳を保障する生活のあり方を考えます。・多様な学び学習室（ほっとルーム）の活

用、加配教員による支援、ＳＣによる相談を実施します。・関係諸機関と連携して課題解決を図ります。・情報モラル講演会を

実施します。 

令和７年度 安曇野市立穂高東中学校グランドデザイン 

「令和７年度 穂高東中学校区重点プロジェクトテーマ」 ： 学習者主体の授業づくり                               

安曇野市が目指す子ども像  

からだを動かし、頭で考え、心に感ずる “未来を拓くたくましい安曇野の子ども” 

取組の柱１（学びづくり） 

 

 

～友との関わり合いを通して学び

が深まる授業づくり～ 

・生徒の興味や関心、疑問を基にし

た生徒が主役の授業づくりに努

めます。 

・生徒が互いの考えを発信し・聞き

合う場面を設けます。 

・自ら取り組む家庭自主学習が充実

するための方策を講じます。 

・職員が互いの授業から学び合うた

め、「自由参観週間」「授業改善研

修会」「教科会（研究）」「教科別スラ

イドセッション」を実施します。 

取組の柱２（集団づくり） 

 

 

 

・生徒による主体的な活動を充実

させていきます。 

→「東中のＺＥＲＯ」活動の充実 

→校外生徒会を核とした自主的

な交通マナーの向上 

→主体的な意見交流の場（生徒

総会、ポスターセッション方式の

発表、ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙ等）の設定 

・年２回の重点期間を設け、人権教

育を推進します。  

・互いを認め合う受容的な学級づ

くりを進めます。 

取組の柱３（地域との関わりづくり） 

 

 

・「ふるさと穂高に学ぶ」を主旨と

した総合的な学習の時間を各学

年テーマに沿って展開します。 

・地域の職場体験学習、地域と連携

した防災学習、放課後学習教室

等に取り組みます。 

・学校、学年、学級便り、HP によ

り生徒の取組を発信します。 

・年４回の授業参観日を実施します。 

・学校自己評価アンケート結果や

学校運営協議会での意見をもと

に取組の検証を行います。 

 

Ｒ7 ﾃｰﾏ「自ら考え、自ら学び、共に

高め合うことができる生徒の育成」 

Ｒ7 ﾃｰﾏ「生徒会が学校を創る」 

生徒会スローガン「彩光～一人ひ

とりの色でかける虹～（仮）」 

Ｒ7 ﾃｰﾏ「地域と連携し、地域の 

ひと・もの・こと から学ぶ」 

 

Ｒ7 ﾃｰﾏ「生徒が『私は大切にされている！』と実感する学校」 

教育課題：やらされる から“取り組む”へ

重点３ 地域との関わりづくり 

地域の環境や人材を生かし、地域に学

ぶ活動を通して、穂高の良さを理解し

誇りに思ったり、働きかけたりしよう

とする心の醸成を図る。 

めざす生徒像：自他の良さを認め、人を思いやり、互いに学び合える生徒 

筋道を立てて考え、考えたことを表現し行動に移せる生徒 

       視野を広げ、自立心をもってよりよく生きようとする生徒 

 

重点１ 学びづくり 

授業における明確なねらいと振り返り

を重視し、考えを書いて説明したり質

問したりする場面を設けて、協働的な

学びに向かう授業改善を図る。 

 

 

重点２ 集団づくり 

生徒の良さを認め、人権学習や生徒

会活動等を核として、リーダーとフ

ォロワーを意識した認め合い支え合

う人間関係づくりを図る。 

 

 


